
2005―�―広報さっぽろ3南区

かわぐちひでたか

森の中のアーティスト、川口英高さんは、自然
ふもと そら

が大好きな陶芸家。八剣山の麓の「宙工房」で作
品を作っています。週に一度工房で行っている陶
芸教室では、生徒たちは自然に囲まれた静かな環
境の中で川口さんと一緒に作業をしています。「器
作りは至福の時」と、陶芸は皆さんにとって生活
の一部となっています。

小さい頃から器が大好きだっ
まつ や ゆ き

た松谷有紀さんは、子育てを終
え自分の時間が持てるようにな
ってから陶芸を始めました。今
では気の合う仲間５人で芸術の
森陶工房を利用しています。想

像と違った焼き上がり
になることもあります
が「それもまた面白い
んですよ」と、皆さん
和気あいあいと楽しん
でいます。

ほそ い まもる

芸術の森木工房の専門員、細井護さんは、木馬
やいす、テーブル作りなどの講習会の講師を務め
ています。参加者の中には「孫へのプレゼント
に」と張り切ってカンナを動かす人も。細井さん
は「工房に集まる皆さんはとても積極的で、私の

方が勉強になることもあり
ます。木工は一つ一つ手順
を踏んで組み立て、作品を
作り上げていくところが魅
力。一緒にやってみません
か」と話しています。

芸術の森では、陶芸や木工のほか、
七宝焼、ガラス細工など、専門員が作
り方を丁寧に教えてくれる講習会や夏
休みクラフトスクールなどを行ってい
ます。詳しくは、本誌全市版１２ページ
をご覧いただくか、芸術の森クラフト

工房工芸講習会係（�５９２‐４１２２）へ。

思い通りにいかないのも魅力です！

やってみよう、ものづくり体験

▲豊かな自然は器の模様のヒントに

▲器の窯出し作業はみんなで

陶芸家と一緒に

自分のペースで自由に

●宙工房：小金湯５７５�５９６‐５４３９
●芸術の森陶工房・木工房：
芸術の森２丁目７５番地 �５９２‐４１２２

▲難しい所は専門員と一緒に


